








要釣:

  1995 年の一年間に聖隷浜松病院産婦人科において分娩した単胎妊婦 1542 人について母

体年齢と早産・低出生体重児の頻度につき検討した。1542 人中 131 人(8.5%)が早産とな

り、初産・経産においては差は認められなかった。年齢別に検討した場合初産・経産とも

に 10 代の若年妊婦において高い早産率を認めた(初産: 18.2%、経産: 50.0%)。40 代の高

齢妊婦においては初産に高い早産率(25.0%)を認めたものの経産においては通常と同様の

早産率(7.1%)であった。低出生体重児においても同様の傾向を示し、10 代の初産・経産

および 40 代の初産に低出生体重児の頻度が高かった(10 代初産:45.5%、10 代経産: 50.0%、

40 代初産: 25.0%)。今回の検討より、早産・低出生体重児に関しては、10 代の若年妊娠

および 40 代の高年初産か high risk 因子と考えられた。早産・低出生体重児の予防を考

えた場合、これらの年齢群に対してさらに詳しい原因の解明と十分な周産期管理が必要で

あると考えられた。


